
 
 

                           

 

瑞
穂
市
の
人
口
は
、
５
４
，
６
８

６
人
（
２
０
１
８
年 

月
末
）
と
２

０
３
０
年
の
将
来
推
計
人
口
５
７
，

４
４
８
人
に
向
け
着
実
に
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
一
方
で
は
死
亡
者
数
も

増
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
総
人
口

に
占
め
る
割
合
で
あ
る
高
齢
化
率
は
、

こ
の
５
年
間
で 

・
３
％
か
ら 

・

６
％
へ
２
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

お
り
、
高
齢
化
・
多
死
社
会
に
備
え

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
考
え

る
べ
く
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
、 

出
生
届
や
転
入
・
転
出
届
な
ど

の
手
続
き
に
比
べ
、
特
に
煩
雑
な
「
死

亡
届
」
に
関
し
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
る
事
例
を
知
り
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

   

年
齢
や
保
有
資
産
に
よ
り
変
動
し

ま
す
が
、
最
大 

課 

種
類
以
上
の

書
類
が
必
要
と
な
る
別
府
市
で
は
、

大
切
な
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
ば
か

り
の
悲
し
み
の
中
、
ご
遺
族
の
方
、

特
に
ご
高
齢
者
の
ご
遺
族
の
方
が
、

手
続
き
ご
と
に
受
付
窓
口
を
探
し
、

時
に
は
階
段
を
上
り
下
り
、
或
い
は 

離
れ
た
庁
舎
へ
の
移
動
、
そ
の
上
、

同
じ
よ
う
な
書
類
に
名
前
や
住
所
を 

何
度
も
記
入
す
る
こ
と
に
疲
れ
て
し

ま
い
「
日
を
改
め
て
く
る
」
と
帰
宅

さ
れ
る
方
、
「
何
枚
書
け
ば
い
い
の
」

と
ご
立
腹
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
こ

と
を
問
題
視
し
、
死
亡
手
続
き
を
一

元
化
す
る
『
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
』

を
開
設
し
、
手
続
き
に
か
か
る
時
間

を
短
縮
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
は
、
最
初
に
ご
遺
族
の
方

に
「
こ
の
度
は
、
ご
愁
傷
様
で
す
」

と
お
声
を
か
け
、
遺
族
か
ら
提
出
さ

れ
る
死
亡
者
氏
名
や
生
年
月
日
な
ど

の
情
報
を
も
と
に
、
死
亡
に
関
す
る

各
課
へ
の
届
出
書
の
一
括
作
成
や
手

続
き
に
必
要
な
課
の
選
別
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
、
遺
族
を
各
窓
口
に
案
内

す
る
か
、
或
い
は
職
員
が
コ
ー
ナ
ー

ま
で
順
次
出
向
き
ま
す
。
届
出
書
の

情
報
は
各
関
係
課
と
共
有
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
遺
族
が
課
ご
と
に
申

請
書
に
住
所
や
生
年
月
日
な
ど
を 

記
入
す
る
必
要
は
な
く
、
窓
口
で
最

低
限
の
記
入
や
押
印
を
す
る
だ
け
で

済
む
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
れ
、

市
民
か
ら
感
謝
の
声
が
多
く
届
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
電
話
で

の
問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
し
、
遠
く

に
住
む
遺
族
へ
の
書
類
送
付
な
ど
も 

取
り
ま
と
め
て
い
る
そ
う
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
支
援
窓
口
は
、
松
阪

市
や
三
田
市
な
ど
で
も
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
穂
積
庁
舎
・
巣
南
庁
舎
・

総
合
セ
ン
タ
ー
に
行
政
窓
口
が
分
散

し
、
死
亡
者
数
が
増
え
、
高
齢
化
率
が

上
昇
傾
向
に
あ
る
当
市
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
遺
族
に
寄
り
添
っ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
）

の
創
設
や
現
在
窓
口
で
配
布
さ
れ
て

い
る
「
死
亡
に
伴
う
市
役
所
で
の
主

な 

手
続
き
一
覧
」
を
よ
り
わ
か
り
や

す
く
す
る
為
に
、
死
亡
さ
れ
た
方
が
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ご
高
齢
者
と
は
限
ら
な
い
こ
と

を
視
野
に
い
れ
、
年
金
・
介
護
・

保
険
・
障
害
・
子
ど
も
と
い
っ
た

区
分
け
し
、
手
続
き
内
容
や
窓

口
に
来
ら
れ
る
時
に
必
要
な
も

の
を
明
瞭
に
記
述
し
た
（
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
）
上
で
、
役
所

以
外
で
行
う
手
続
き
、
例
え
ば

銀
行
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
電
話

会
社
や
電
気
・
ガ
ス
事
業
者
な

ど
へ
の
届
け
出
、
相
続
登
記
、
相

続
税
に
関
す
る
窓
口
な
ど
可
能

な
限
り
紹
介
し
て
い
る
松
阪
市

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を
参
考

に
、
早
急
に
改
善
し
且
つ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
ア
ッ
プ
す
る
必

要
性
を 

月
本
会
議
で
強
く
訴

え
ま
し
た
。 

  

  

当
市
は
人
口
が
増
加

し
、
新
し
い
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
が
建

築
さ
れ
る
一
方
で
、
少
子

高
齢
化
、
建
物
の
老
朽
化

に
伴
う
建
物
解
体
や
マ

ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
か

ら
の
引
越
し
な
ど
に
よ
る
退
去
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
問
題
に
な
る
の

が
そ
の
際
に
排
出
さ
れ
る
家
具
及
び

家
財
な
ど
の
一
時
的
に
発
生
す
る
大

量
ご
み
の
処
分
と
考
え
、
近
隣
市
町

の
担
当
者
に
も
確
認
し
ま
し
た
。 

          

と
こ
ろ
で
、
家
屋
解
体
・
撤
去
に
よ

る
窓
や
屋
根
瓦
な
ど
の
廃
棄
物
は
産

業
廃
棄
物
。
布
団
・
衣
類
・
食
器
・

テ
ー
ブ
ル
・
タ
ン
ス
な
ど
の
家
庭
廃

棄
物
は
基
本
的
に
一
般
廃
棄
物
に
該

当
し
、
産
業
廃
棄
物
は
事
業
者
自
ら

が
処
理
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
都

道
府
県
境
を
越
え
た
広
域
移
動
も
認

め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
般
廃

棄
物
は
自
区
内
処
理
（
市
町
村
の
処

理
施
設
）
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
の
点
を
本
会
議
場
で
確
認
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
方
々
に
充
分

な
理
解
や
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
と
の
趣
旨
の
答
弁
で
し
た
。

こ
の
原
因
の
一
因
と
し
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
や
「
ご
み
分
別
の

手
引
き
」
に
近
隣
市
町
で
は
記
載
さ

れ
て
い
る
一
時
的
な
大
量
ご
み
の
処

理
施
設
へ
自
己
搬
入
す
る
こ
と
、
或

い
は
、
問
い
合
わ
せ
先
と
し
て
市
町

村
の
担
当
課
の
案
内
や
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
委
託
・
許
可
業
者
へ
の
依

頼
の
説
明
文
が
な
い
こ
と
と
考
え
、

早
急
な
る
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

今
回
、
こ
の
よ
う
な
ご
み
処
理
を

取
り
上
げ
た
の
は
、
適
切
な
処
分
の

推
進
を
お
願
い
す
る
一
方
で
、
多
死

社
会
に
よ
り
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
相

続
家
屋
に
つ
い
て
、
相
続
人
が
家
具

家
財
の
処
分
に
困
惑
さ
れ
、
相
続
家

屋
を
そ
の
ま
ま
物
置
代
わ
り
と
し
て

放
置
す
る
こ
と
を

選
択
し
、
結
局
活

用
さ
れ
な
い
空
き

家
が
増
え
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る

か
ら
で
す
。 

◆
平
成 

年
度
市
内
で
解
体
さ
れ
た
家
屋 

 

・
住
宅
数
は
、 

戸
（
推
計
値
） 

 
 
 

 ～ 

と
ぴ
っ
く 

～ 
            

 

日 

時 

平
成 

年
２
月
３
日(

日) 

第
１
部 

午
前 

時
～ 

時 

分 

 
 
 
 

巣
南
公
民
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
） 

第
２
部 

午
後
２
時
～
３
時 

分 

 
 
 
 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
） 

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
集
ま 

っ
て
自
由
に
意
見
や
提
案
を
ま
と
め 

上
げ
て
い
く
場
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
瑞
穂
市
を
考
え
る
に 

あ
た
り
、
テ
ー
マ
ご
と
に
小
グ
ル
ー 

プ
に
分
か
れ
、
議
員
や
他
の
市
民
と 

も
語
り
合
い
ま
す
。 

ど
な
た
で
も 

自
由
に
参
加
で 

き
ま
す
の
で
、 

是
非
ご
参
加
く 

だ
さ
い
。 

 

瑞穂市議会 

～ワークショップ形式による～ 

第 10回 意見交換会 

＜テーマ＞ 

・災害にどう備えますか 

・今後も住み続けたいまちづくり 
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